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平成 27 年 3 月 5 日発行 

編集：出雲崎町公民館  

℡ 0258-78-2250 

出雲崎町民体育館 

℡ 0258-78-4700 

☆竹之内 紗貴 さん 

第 38 回全国高等学校総合文化祭（いばらき総文 2014）自然科学部門の 

ポスター発表で文化庁長官賞を受賞 

 

☆島宗 未来 さん  

第 62 回北信越高等学校定時制通信制総合体育大会のバレーボール競技で優勝 

☆池田 美紗子 さん  

第 67 回全日バレーボール高等学校選手権大会新潟県予選会で優勝 

 2月 23日（月）、平成 26 年度出雲崎町教育委員会表彰式・

体育協会表彰式を中央公民館講堂において開催しました。 

「町教育委員会表彰」は町の学校教育・社会教育活動等

に功績のあった方を対象に町の教育振興を図ることを目

的として、「体育協会表彰」は、町のスポーツ活動の振興

に寄与された方を対象に町のスポーツ活動の発展と向上

を目的として、それぞれ表彰をしています。 

今年度は、下記のとおり 3 名の方と 1 団体が受賞され、

受賞者を代表して竹之内紗貴さんが「夢の実現に向かっ

て努力してきた。これからも、自分におごる事なく、よ

り自分に厳しく次なる目標に向かって励んでいきたい」

と抱負を述べられました。受賞者の皆さまのより一層の

ご活躍を期待しております。 

 

 

☆出雲崎スカイヤーズ  さん 

 第 34 回高円宮賜杯全日本学童軟式野球大会中越大会で準優勝 

 

左から竹之内さん、島宗さん、 

      池田さん、スカイヤーズの佐藤さん 

受賞者代表 竹之内さん 

○さわやかスポーツ教室 ３日（火）・１７（火） ○書道教室 ５日（木）・１９日（木） 

○絵画教室 １２日（木）・２６日（木） ○めばえ教室 １３日（金） ○ガーデニング教室 １４日（土） 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    中央公民館       

 

 

 

 

 

 

                        

 

 町立図書館（海岸公民館）  

 

 

 

 

 

 

                        

 

※この他の新着図書は、新着一覧を中央公民館・町立図書館（海岸公民館）それぞれに掲示しておりますのでご覧ください。 

2 月 15 日（日）より良寛記念館の館長代理に、新たに柏崎市の永寶 卓（な

がとみ たかし）氏が就任しました。 

永寶氏は以前の勤務先では、学芸員として 5 つの美術館や博物館の企画や展

示を担当されていました。良寛記念館でもこれまでの経験を活かし、お客様に

喜んでいただける様々な企画等を期待しています。 

良寛記念館では 3 月 31 日まで冬の企画展、4 月からは開館 50 周年を記念し

た企画展を開催しますので、皆さまお誘い合わせのうえご来館ください。 

 

出雲崎妻入りの街並景観推進協議会では、『かわらばん妻入り』に磯野猛さん（住吉町）

による出雲崎の歴史と文化を書いたコラム『妻入りの街』を連載していました。 

昨年 9 月をもって 50 回の連載が終了したのを記念して、全コラムを編集し冊子『妻

入りの街』（Ａ5 版・118 頁）を発行しました。 

中央公民館または海岸公民館で 1 冊 500 円（税込）で販売しておりますので、この機

会にぜひ出雲崎の歴史に触れ、後世に伝承していただきたいと思います。 

杉山さんの「夏の途」 

永寶館長代理 

流星ワゴン ･･･重松 清 著 

38 歳、秋。その夜、僕は、5 年前に交通事故死した父子

の乗る不思議なワゴンに拾われた。そして――自分と同い歳

の父親に出逢った。時空を超えてワゴンがめぐる、人生の岐

路になった場所への旅。やり直しは、叶えられるのか――? 

アジア初となる五輪を江戸に誘致する! 21 世紀、幕藩体

制を維持したまま近代化に成功した日本。欧米列強に媚を売

り、偽りの平和を謳歌する世の中を変えるべく、坂本龍馬、

西郷隆盛らが立ち上る! 

シングルマザーのさなえは、幼い息子の希敏をつれて海辺

の小さな集落に戻ってきた。何かのスイッチが入ると、のた

うちまわり大騒ぎする息子を持て余しながら、さなえが懐か

しく思い出したのは、9 年前の「みっちゃん姉」の言葉。 

江戸オリンピック ･･･室積 光 著 

九年前の祈り ･･･小野 正嗣 著 

サラバ（上・下巻）･･･西 加奈子 著 

 

1977 年圷歩は父の海外赴任先のイランで生まれた。母と

姉も一緒だった。イラン革命のあと、しばらく大阪に住んだ

彼は小学生になり、今度はエジプト。後の人生に大きな影響

を与える、ある出来事が待ち受けている事も知らずに―。 

1 月 26 日（月）から 31 日（土）までの 6 日間、東京都美術館（上野）において

芸術の日本最高学府といわれている東京芸術大学卒業・修了作品展が行われました。 

作品展には多くの力作が展示されるなか、昨年 8 月に当町へ街並スケッチ合宿に

訪れた学生の作品も展示されていました。なかでも杉山佳さんの「夏の途」と題し

た出雲崎の妻入りの街並を描いた作品が、東京芸術大学絵画科日本画専攻の首席と

いう快挙を成し遂げました。 

学生の皆さまの、今後のより一層のご活躍をご期待しています。 

冊子「妻入りの街」 



公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公
民
館
長 

 

佐
藤 

亨 

訪
れ
る
春
に 

厳
寒
の
冬
が
去
り
、
ぬ
く
も
り
あ
る
春
が
早
く
来

て
ほ
し
い
と
皆
が
思
う
。 

 

童
謡
に
『
春
よ
来
い
』
が
あ
る
。
♪
（一
）春
よ
来
い

早
く
来
い 
あ
る
き
は
じ
め
た
み
い
ち
ゃ
ん
が 

赤
い
鼻
緒

の
じ
ょ
じ
ょ
は
い
て 

お
ん
も
に
で
た
い
と
待
っ
て
い
る 

 

（
二
）
春
よ
来
い
早
く
来
い 

お
う
ち
の
前
の
桃
の
木
の 

蕾
も
み
ん
な
ふ
く
ら
ん
で 
は
よ
咲
き
た
い
と
待
って
い
る

♪ 

人
も
草
木
も
春
を
待
つ
素
直
な
心
の
童
歌
で
あ

る
。
こ
の
歌
の
作
詞
者
は
、
早
稲
田
大
学
や
日
本
大

学
な
ど
の
校
歌
を
作
詞
し
た
糸
魚
川
市
出
身
の
相
馬

御
風
だ
。
糸
魚
川
も
寒
風
厳
し
い
処
だ
か
ら
、
春
を

待
つ
心
が
ひ
と
き
わ
感
じ
ら
れ
る
。
間
も
な
く
開
通

す
る
北
陸
新
幹
線
に
、
糸
魚
川
は
一
足
早
く
う
れ
し

い
〝
春
〟
を
感
じ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
御
風
は
旧

出
雲
崎
小
学
校
の
校
歌
も
作
詞
し
て
い
る
。
ま
た
、

良
寛
に
精
通
し
、
町
の
良
寛
堂
建
立
の
竣
工
式
（
大

正
11
年
）
に
、
来
賓
を
代
表
し
て
「
祝
詞
」
（
町
公

民
館
所
蔵
）
を
述
べ
て
い
る
。 

 

そ
の
良
寛
に
、
春
の
和
歌
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ

の
一
つ
に
『
ち
ん
ば
そ
に
酒
に
山
葵
に
た
ま
は
る
は 

春
は
さ
び
し
く
あ
ら
せ
じ
と
な
り
』
が
あ
る
。「
ち
ん
ば

そ
」
は
、
海
草
で
神
馬
藻
。
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
科
で
、
出

雲
崎
で
は
〝
ギ
バ
サ
〟
と
言
う
こ
と
が
多
い
。
良
寛

も
気
を
許
す
仲
で
、
良
寛
の
大
支
援
者
で
あ
る
阿
部

定
珍
（
あ
べ
さ
だ
よ
し
。
旧
分
水
町
の
庄
屋
、
和
歌

詩
文
を
好
む
）
が
、
春
の
香
り
高
い
「
ち
ん
ば
そ
」

に
、
酒
と
山
葵
を
添
え
て
良
寛
に
贈
っ
て
い
る
。
良

寛
さ
ん
も
一
人
さ
び
し
く
春
を
待
っ
て
い
る
だ
ろ
う 

か
ら
、
と
の
思
い
だ
。
酒
好
き
な
良
寛
の
喜
ぶ
様
が
目

に
浮
か
ぶ
。
本
格
的
な
春
の
訪
れ
に
な
る
と
、
野
山
が

若
草
色
に
染
ま
る
。
穏
や
か
な
日
ざ
し
に
我
々
の
心
も

和
ら
ぐ
。
ま
た
、
ま
ぶ
し
く
輝
く
緑
色
を
見
て
い
る
と
、

ウ
ズ
ウ
ズ
と
心
が
躍
り
出
す
の
を
感
じ
る
。
自
然
界
の

季
節
に
合
わ
せ
て
、
3
月
・
4
月
は
、
卒
業
・
進
級
・

入
学
・
進
学
・
就
職
・
・
と
、
人
々
に
と
っ
て
希
望
に

満
ち
た
春
、
心
躍
る
時
節
で
も
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
ア
然
と
す
る
事
件
が
起
き
た
。
川
崎
市

の
「
中
1
全
裸
殺
害
事
件
」
で
あ
る
。
全
容
が
解
明
さ

れ
つ
つ
あ
る
が
、
言
葉
に
尽
く
せ
な
い
残
酷
な
出
来
事

だ
。
夢
や
将
来
の
希
望
を
持
つ
被
害
者
の
〝
春
〟
は
、

悪
意
の
下
に
無
惨
に
も
散
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
何
故

こ
ん
な
こ
と
に
・
・
・
と
残
念
で
な
ら
な
い
。 

 
以
前
に
名
古
屋
市
で
起
き
た
「
中
学
生
5,000
万
円
恐
喝

事
件
」
も
同
様
で
あ
る
。
桁
外
れ
の
恐
喝
の
上
に
暴
行

を
受
け
、
戦
々
恐
々
と
し
た
被
害
者
の
生
き
た
心
地
の

な
い
、
切
な
い
胸
の
う
ち
が
報
道
さ
れ
て
い
た
。
様
々

な
人
の
つ
な
が
り
の
基
本
は
、
共
に
助
け
合
い
、
お
互

い
の
喜
び
を
共
有
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
な
く
し
て
、

人
間
は
心
の
豊
か
さ
や
希
望
・
感
謝
の
気
持
ち
が
湧
く

は
ず
が
な
い
。
他
山
の
石
と
し
た
い
も
の
で
あ
る
。 

 

と
も
あ
れ
、
夢
・
願
望
が
膨
ら
む
春
、
万
物
が
生
命

の
力
を
発
揮
す
る
春
で
あ
る
。
教
育
委
員
会
、
公
民
館

活
動
も
旧
年
度
の
反
省
を
し
っ
か
り
し
、
新
年
度
の
新

し
い
息
吹
を
も
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
活
躍
し
た

い
も
の
で
あ
る
。 

〈越
後
出
雲
崎 

渚
会
〉 

〈西
乃
越
句
会
〉 

    

薄
氷

う
す
ら
い

を
透
け
て
静
止
の
緋
鯉
か
な 

羽
黒
町  

太
古 

誠
一 

 

煮
凝

に
こ
ご
り

の
底
よ
り
目
玉
掘
り
起
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川 

西  

仲
野 

隆
之 

 

夢
に
聴
く
越
後
三
山
遠
雪
崩 

住
吉
町 

 

磯
野 

哲 

諳
ん
ず
る
先
人
の
作
初
句
会 

木
折
町 

 

島
宗 

宗
子 

〈出
雲
崎
小
学
校
児
童
の
俳
句
〉 

 

 
 

さ
よ
な
ら
が
近
づ
い
て
く
る
雪
だ
る
ま 

五
年
生  

高
坂 

理
奈 

最
高
の
卒
業
証
書
も
ら
う
日
だ 

六
年
生  

川
端 

柚
杏 

雪
の
道
だ
れ
か
が
つ
い
て
き
そ
う
だ
な 

五
年
生 

 

内
田 

捺
心 

雪
の
道
子
犬
の
足
あ
と
ち
ょ
こ
ん
ち
ょ
こ
ん 

五
年
生  

山
田 

美
空 

泣
か
な
い
と
決
め
て
い
た
け
ど
泣
い
ち
ゃ
っ
た 

六
年
生  

山
田 

歩
奈 

卒
業
で
机
と
い
す
に
あ
り
が
と
う 

六
年
生  

遠
藤 

大
輝 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3/4,11,18,25（水）19：30～21：00 

 2 月 13 日(金)に「第 28 回屋内ゲートボール大

会」を開催しました。今年度最後の町内大会に各

チーム日頃の練習の成果を存分に発揮しました。 

3月 1日（日）に公民館主催の「第 34回町民バドミント

ン大会」を開催しました。まだ寒さの残る中、昨年を上回

る 10チームが集まり、熱いプレイで競い合いました。 

今大会で平成 26年度の町民大会は全て終了しました。来

年度も多くの皆様の参加をお待ちしています。 

  優 勝：上中条 準優勝：フェニックス  

  第３位：いきな、小木ノ城Ａ 

2 月 15 日（日）に魚沼市須原スキー場を会場に

「ファミリースキー&スノーボード」を開催しまし

た。当日は天候に恵まれ、ゲレンデのコンディショ

ンも上々でした。希望する人は講習を受けて初めて

のスキーやスノーボードに挑戦していました。 

帰りは温泉で冷えた体を温め、楽しい１日を締め

くくりました。 

 

現在、町民体育館では多くの忘れ物を預かってい

ます。平成 26年度中の忘れ物については、4月末ま

でに持ち主が現れない場合、廃棄いたします。 

心当たりのある方は町民体育館までご連絡くだ

さい。（℡：78‐4700） 

大会結果 

 ☆優勝☆  

沢田Ａ 

☆準優勝☆ 

川西Ａ 

☆第３位☆ 

TEAM H.J.R 

 最近、夜間に保護者不在のまま小学生だけで町民体

育館を利用する場面が見受けられます。昼夜を問わ

ず、小学生だけでの体育施設の利用はできません。 

小学生が利用する場合、必ず大人の責任者が施設内

にいるようお願いいたします。 


